
作成日

変更日

（１）基礎情報

ア．対象地域

人口

イ．計画期間

※目標の達成状況や社会経済情勢の変化等を踏まえ、必要な場合には計画を見直すものとする。

東金市外三市町清掃組合循環型社会形成推進地域計画（第２期）

地域の要件がその他の場合
は具体的に記載

構成市町村等（作成者）名

　　構成市町村に一部事務組合等が含まれている場合、当該組合の状況

組合名称
（設立（予定）年月日）

計画期間※

東金市外三市町清掃組合（昭和42年3月30日設立）

5年

組合を構成する市町村

組合設立に関する、
今後の見通し

令和7年1月31日

九十九里町（全部過疎）

東金市外三市町清掃組合、東金市、大網白里市、九十九里町、山武市

218.79（令和6年10月1日現在）

139,133（令和6年3月31日現在）

１　計画の基本的な事項

地域の要件

離島、豪雪、山村、半島、
過疎地域に該当がある市町

村名

地域総面積（㎢）

地域内総人口（人）

開始年月日

終了年月日

東金市、大網白里市、九十九里町、山武市（旧成東町）

令和9年度末　山武市は東金市外三市町清掃組合を脱退予定

令和7年4月1日

令和12年3月31日

1



（２）対象地域における取組みに関する事項

ア．ごみ処理の広域化・施設の集約化の検討状況

イ．プラスチック資源の分別収集及び再商品化に係る実施内容

実施地域

実施年度

実施方法

上記が④も
しくは⑤の
場合、その

詳細

予定地域

予定年度

予定方法

上記が④も
しくは⑤の
場合、その

詳細

実施しない（予定）地域

プラ要件化対象事業の実施

備考

実施予定の場合

現時点では、予定地域、予定年度、予定方法ともに未定であるが、ごみとして
捨てられている資源化可能なプラスチック使用製品廃棄物を新たな分別区分と
して追加することを構成市町と東金市外三市町清掃組合と連携して検討する。

確認した都道府県の
広域化・集約化計画の名称

第1期計画（平成30年11月策定）からの継続事業であるため、プラ要件に該当しない。

実施済の場合

　本組合は第10次千葉県廃棄物処理計画（「千葉県ごみ処理広域化・ごみ処理施設集約化計画」として位
置付け）において広域化の検討対象には含まれていない。
　本組合の構成市町である山武市は旧成東町分を当組合にて処理している。一方で、旧成東町以外は山武
郡市環境衛生組合にて処理している。そこで、新施設整備計画を進めるにあたり山武郡市環境衛生組合及
び山武市と広域化・施設の集約化等の可能性を含め協議した結果、令和9年度末をもって山武市旧成東町
は本組合から脱退し、山武郡市環境衛生組合で山武市全域のごみを処理する方針となった。よって、令和
10年度以降、本組合では、2市1町（東金市、大網白里市、九十九里町）のごみ処理を行う。
　なお、本計画は令和7年4月1日からの計画であるため、山武市旧成東町 が含まれたものとしている。

第10次千葉県廃棄物処理計画（R3.3）
（「千葉県ごみ処理広域化・ごみ処理施設集約化計画」として位置付け）

未定

未定

未定

⑤その他（詳細は下記）
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ウ．対象地域における一般廃棄物処理有料化の状況

エ．対象地域における災害廃棄物処理計画の策定状況

未策定の構成市（策定予定時期）

備考

上記が④の場合、その詳細

未導入の構成市町村名

有料化導入に向けた検討状況
※全ての構成市町村で導入済の

場合は記載不要

策定状況

策定済の構成市（計画の名称）

東金市（東金市災害廃棄物処理計画改定版）、大網白里市（大網白里市災害廃
棄物処理計画）、九十九里町（九十九里町災害廃棄物処理計画）、山武市（山
武市災害廃棄物処理計画）

①構成市全てで策定済

①全ての構成市町村で導入済有料化導入状況
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２　循環型社会形成推進のための現状と目標（一般廃棄物の処理）

（１）一般廃棄物の処理の現状と目標（全域）

現状 目標

令和5年度 令和12年度 現状比

139,133 127,941 -8.0%

7,201 6,469 -10.2%

37,215 33,859 -9.0%

652 597 -8.4%

　その他排出量（トン） 636 1,227 93.0%

⑤総排出量（トン） 45,052 41,555 -7.8%

885 890 0.6%

　再生利用量 9,046 10,810 19.5%

20% 26%

　最終処分量 790 815 3.2%

2% 2%

エネルギー回収量 　年間の発電電力量（MWH） 0 14,461

　年間の熱利用量（GJ） 35,986 0

特記事項

⑧最終処分量：埋立処分された量〔単位：トン〕

≪用語の定義≫　下記のとおり表１で用いる用語の定義を行う。

※ 別添資料として①～⑧に関する過去及び将来推計のトレンドグラフを添付する。

⑤総排出量：②＋③＋⑤の和〔単位：トン〕

②③排出量：対象地域において出されたごみの量（資源含む。集団回収されたごみを除く）〔単位：トン〕
※事業系・生活系それぞれで記載。

⑥1人1日当たりの排出量：⑤*10^6/総人口/年間日数〔単位：ｇ/人日〕

⑦総資源化量：事業系の資源ごみ量＋生活系の資源ごみの量＋集団回収量等の和〔単位：トン〕

エネルギー回収量：エネルギー回収施設において発電された年間の発電電力量〔単位：MWh〕及び熱利用量〔単位：GJ〕

その他排出量：②、③に該当しない排出量〔単位：トン〕

④1人1日当たりのごみ排出量：（生活系ごみ排出量－生活系資源ごみの量）*10^6/総人口/年間日数〔単位：ｇ/人日〕

本計画の計画期間中においては、廃棄物の減量化を含め循環型社会の実現を目指し、表１のとおり目
標量について定め、それぞれの施策に取り組んでいくものとする。

　排出量

⑥1人1日当たりの排出量（ｇ/人日）

④1人1日当たりのごみ排出量（ｇ/人日）

③生活系ごみ排出量（トン）

②事業系ごみ排出量（トン）

　表１　減量化、再生利用に関する現状と目標

①総人口（人）

　総排出量に占める総資源化量の割合

　総排出量に占める埋立最終処分量の割合

・その他排出量は集団回収量。
・焼却余熱を隣接した福利厚生施設（温浴施設）で利用している。

⑦総資源化量（トン）

⑧埋立最終処分量（トン）
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予測・目標における数値のうち、②③④が増加予測となるものもがある場合はその理由を記載

⑥の増加は、将来の新たな分別区分としてプラスチック使用製品廃棄物、紙類、剪定枝を検討中であり、現
在、集団回収あるいはリサイクル倉庫（拠点回収）への排出をお願いしている紙類については、ステーション
排出が可能になることにより、スーパーの店頭回収など民間で処理されていた資源が、一定程度自治体の収集
に排出されることを見込んでいる。
ごみの排出量は減少させていく目標であるが、そのためにも資源化量の増加に資する資源物の回収方法につい
て、住民の利便性向上を図ることにより、集団回収、リサイクル倉庫（拠点回収）の利用増加を含む総合的な
資源回収量の増加を目指すことで、人口に占める総排出量が増加することを見込んでいるため。

⑧の増加は、新施設稼働後、不燃ごみ及び資源ごみの両方を本組合施設で選別し、自前で処理を行うことか
ら、現在、最終処分対象物としている不燃ごみの委託処理後不燃残渣に加え、資源ごみとして取引を行ってい
るカン、ペットボトルに含まれる不燃物残渣についても、最終処分対象物として見込んでいるため。
また、一般廃棄物処理基本計画においては年々減少する計画としているが、令和5年度の見込み量849t/年に対
し、実績が790t/年と約7％少なかったため。

【東金市の埋立最終処分量が増加している理由】
新施設稼働後、不燃ごみ及び資源ごみの両方を本組合施設で選別し、自前で処理を行うことから、現在、最終
処分対象物としている不燃ごみの委託処理後不燃残渣に加え、資源ごみとして取引を行っているカン、ペット
ボトルに含まれる不燃物残渣についても、最終処分対象物として見込んでいるため。

【大網白里市の埋立最終処分量が増加している理由】
新施設稼働後、不燃ごみ及び資源ごみの両方を本組合施設で選別し、自前で処理を行うことから、現在、最終
処分対象物としている不燃ごみの委託処理後不燃残渣に加え、資源ごみとして取引を行っているカン、ペット
ボトルに含まれる不燃物残渣についても、最終処分対象物として見込んでいるため。

【九十九里町の総資源化量が減少している理由】
集団回収とリサイクル倉庫（拠点回収）、紙類のステーション排出の利用増加を見込んでいるが、人口減によ
る減少が勝ることを見込んでいるため。

【山武市（旧成東町）の総資源化量が減少、埋立最終処分量が増加している理由】
総資源化量は、集団回収とリサイクル倉庫（拠点回収）、紙類のステーション排出の利用増加を見込んでいる
が、人口減による減少が勝ることを見込んでいるため。
埋立最終処分量は、新施設稼働後、不燃ごみ及び資源ごみの両方を本組合施設で選別し、自前で処理を行うこ
とから、現在、最終処分対象物としている不燃ごみの委託処理後不燃残渣に加え、資源ごみとして取引を行っ
ているカン、ペットボトルに含まれる不燃物残渣についても、最終処分対象物として見込んでいるため。
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（２）一般廃棄物の処理の現状と目標のフロー図（全域）

令和5年度

集団回収量 総資源化量 総排出量

45,052 t
リサイクル率

20.1%

処理残さ量

7,782 t
排出量 計画処理 17.5%

44,416 t
100.0% 減量化量

35,215 t
自家処理量 79.3% 最終処分量

790 t
1.8%

※端数処理により割合・合計が合わないことがある。

令和12年度

集団回収量 総資源化量 総排出量

41,555 t
リサイクル率

26.0%

処理残さ量

6,851 t
排出量 計画処理 17.0%

40,328 t
100.0% 減量化量

29,930 t
自家処理量 74.2% 最終処分量

0 t 815 t
2.0%

※端数処理により割合・合計が合わないことがある。

10,810 t

0 t

0.0%

現状の一般廃棄物の処理状況フロー

中間処理量 処理後最終処分量

目標達成時の一般廃棄物の処理状況フロー

処理後最終処分量

6,036 t3,547 t

1,418 t

636 t 9,046 t

44,416 t
42,998 t 790 t

1,227 t

0 t

直接資源化量

40,328 t
815 t

15.0%

2.0%

8.8%

91.2%
36,781 t

0 t

0.0%

処理後再生利用量

直接資源化量 処理後再生利用量

6,992 t
15.7%

96.8%

3.2%

1.8%

中間処理量

直接最終処分量

直接最終処分量
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（３）各構成市町村の一般廃棄物の処理の現状と目標

現状

令和5年度 令和12年度 現状比

3,900 3,141 -19.5%

14,765 13,856 -6.2%

152 392 157.9%

18,817 17,389 -7.6%

3,671 4,429 20.6%

20% 0

302 313 3.6%

2% 0

現状

令和5年度 令和12年度 現状比

1,427 1,388 -2.7%

13,207 12,139 -8.1%

396 738 86.4%

15,030 14,265 -5.1%

3,170 4,268 34.6%

21% 30%

239 258 7.9%

2% 2%

現状

令和5年度 令和12年度 現状比

671 953 42.0%

4,438 3,800 -14.4%

10 11 10.0%

5,119 4,764 -6.9%

963 894 -7.2%

19% 19%

120 111 -7.5%

2% 2%

現状

令和5年度 令和12年度 現状比

1,203 987 -18.0%

4,804 4,064 -15.4%

78 86 10.3%

6,085 5,137 -15.6%

1,243 1,219 -1.9%

20% 24%

129 133 3.1%

2% 3%

目標

目標

　排出量

　事業系ごみ排出量（トン）

　生活系ごみ排出量（トン）

　その他排出量（トン）

　総排出量（トン）

東金市

大網白里市

　総排出量（トン）

　その他排出量（トン）

　生活系ごみ排出量（トン）

　事業系ごみ排出量（トン）

　総資源化量（トン）

　総排出量に占める総資源化量の割合

　埋立最終処分量（トン）

　総排出量に占める埋立最終処分量の割合

　排出量

　再生利用量

　最終処分量

目標

　排出量

　事業系ごみ排出量（トン）

　生活系ごみ排出量（トン）

　その他排出量（トン）

　総排出量（トン）

　再生利用量
　総資源化量（トン）

　総排出量に占める総資源化量の割合

　最終処分量
　埋立最終処分量（トン）

　総排出量に占める埋立最終処分量の割合

九十九里町

目標

　排出量

　事業系ごみ排出量（トン）

　生活系ごみ排出量（トン）

　その他排出量（トン）

　総排出量（トン）

　再生利用量
　総資源化量（トン）

　総排出量に占める総資源化量の割合

　最終処分量
　埋立最終処分量（トン）

　総排出量に占める埋立最終処分量の割合

山武市（旧成東町分）

　再生利用量
　総資源化量（トン）

　総排出量に占める総資源化量の割合

　最終処分量
　埋立最終処分量（トン）

　総排出量に占める埋立最終処分量の割合
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（１）処理体制

（２）処理施設等の整備

３　目標達成に向けた施策（一般廃棄物の処理）

　事業系一般廃棄物は、排出者責任により自ら処理する責任を有しているが、本組合では生活系ごみの分
別区分に準じ、収集、処分を行っている。
　今後とも生活系ごみの分別区分に準じ収集、処分を行う。

　上記(1)の今後の分別区分及び処理体制で処理を行うため、表3のとおり必要な施設整備を行う。また、
参考として現有施設の一覧を表5で示す。

ア．生活系ごみの処理体制の現状と今後

　分別区分及び処理方法については表2のとおりである。
　現状、構成市町では集団回収事業やリサイクル倉庫事業（拠点回収事業）等に積極的に取り組んでい
る。一方でごみの分別区分が概ね統一されているものの、金属類、カン、ビン・ガラス類の分別区分が構
成市町により資源ごみ又は不燃ごみと異なる取扱いをしている部分がある。
　今後は、集団回収事業とリサイクル倉庫への更なる資源物の分別を推進するため、取扱品目の拡大や周
知方法、奨励金などの見直し等についても検討する。また、今後本組合が収集運搬を担うにあたっても収
集頻度や分別区分・品目名称、収集方法の統一等について検討していく。

ウ ．一般廃棄物処理施設であわせて処理する産業廃棄物の現状と今後

イ．事業系ごみの処理体制の現状と今後
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分
と
し
て
検
討

中

カ
ン

資
源

化
資
源
回
収
業
社

再
資
源
化
事
業

者
カ
ン

資
源
化

資
源
回
収
業
社

再
資
源
化
事
業

者
カ
ン

資
源
化

資
源
回
収
業
社

再
資
源
化
事
業

者
剪
定
枝

新
た
な
分
別

区
分
と
し
て

検
討
中

新
た
な
分
別
区

分
と
し
て
検
討

中

ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
資
源
化

資
源
回
収
業
社

再
資
源
化
事
業

者

ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
資
源
化

資
源
回
収
業
社

再
資
源
化
事
業

者

ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
資
源
化

資
源
回
収
業
社

再
資
源
化
事
業

者
ビ
ン
類

破
砕

選
別

民
間
処
理
委
託

資
源
回
収
業
者

再
資
源
化
事
業

者

電
池
類

資
源

化
資
源
回
収
業
社

再
資
源
化
事
業

者
電
池
類

資
源
化

資
源
回
収
業
社

再
資
源
化
事
業

者
電
池
類

資
源
化

資
源
回
収
業
社

再
資
源
化
事
業

者
金
属
類

破
砕

選
別

粗
大
ご
み
処
理

施
設

資
源
回
収
業
者

再
資
源
化
事
業

者

蛍
光
灯
類

資
源

化
資
源
回
収
業
社

再
資
源
化
事
業

者

水
銀
体
温

計
・
蛍
光
灯

資
源
化

資
源
回
収
業
社

再
資
源
化
事
業

者
蛍
光
灯
類

資
源
化

資
源
回
収
業
社

再
資
源
化
事
業

者
カ
ン

資
源
化

資
源
回
収
業
者

再
資
源
化
事
業

者

粗
大
ご
み

破
砕

・
選
別

資
源
回
収
業
社

再
資
源
化
事
業

者
粗
大
ご
み

破
砕
・
選
別

資
源
回
収
業
社

再
資
源
化
事
業

者
粗
大
ご
み

破
砕
・
選
別

資
源
回
収
業
社

再
資
源
化
事
業

者

ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
資
源
化

資
源
回
収
業
者

再
資
源
化
事
業

者

乾
電
池

資
源
化

ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー

ド

資
源
回
収
業
者

再
資
源
化
事
業

者

蛍
光
灯
類

資
源
化

ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー

ド

資
源
回
収
業
者

再
資
源
化
事
業

者

粗
大
ご
み

破
砕

選
別

粗
大
ご
み
処
理

施
設

資
源
回
収
業
者

再
資
源
化
事
業

者

現
　
　
　
状
（
R5

年
度
）

今
　

　
　

後
（

R
1
2
年

度
）

東
金
市

大
網
白
里
市

九
十
九
里
町

分
別

区
分

処
理

方
法

処
理

施
設

等
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表
２

　
東

金
市

外
三
市
町
清
掃
組
合
各
市
町
村
の
生

活
系
ご
み
の
分
別
区
分
と
処
理
方
法
の
現
状
と
今
後
（
2/
2）

分
別

区
分

処
理
方
法

処
理
施
設
等

一
次

処
理

二
次

処
理

可
燃
ご
み

焼
却
・
資
源

化
焼
却
施
設

可
燃
ご
み

焼
却

資
源
化

焼
却
施
設

資
源
回
収
業
者

再
資
源
化
事
業

者

カ
ン
類

資
源

化
資
源
回
収
業
社

再
資
源
化
事
業

者

プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
使
用
製
品

廃
棄
物

新
た
な
分
別

区
分
と
し
て

検
討
中

新
た
な
分
別
区

分
と
し
て
検
討

中

ビ
ン
類

破
砕

・
選
別

民
間
処
理
委
託

紙
類

新
た
な
分
別

区
分
と
し
て

検
討
中

新
た
な
分
別
区

分
と
し
て
検
討

中

ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
資
源
化

資
源
回
収
業
社

再
資
源
化
事
業

者
剪
定
枝

新
た
な
分
別

区
分
と
し
て

検
討
中

新
た
な
分
別
区

分
と
し
て
検
討

中

金
属
類

資
源

化
資
源
回
収
業
社

再
資
源
化
事
業

者
ビ
ン
類

破
砕

選
別

民
間
処
理
委
託

資
源
回
収
業
者

再
資
源
化
事
業

者

ガ
ラ
ス
類

破
砕

・
選
別

民
間
処
理
委
託

金
属
類

破
砕

選
別

粗
大
ご
み
処
理

施
設

資
源
回
収
業
者

再
資
源
化
事
業

者

有
害
ご
み

資
源

化
資
源
回
収
業
社

再
資
源
化
事
業

者
カ
ン

資
源
化

資
源
回
収
業
者

再
資
源
化
事
業

者

粗
大
ご
み

破
砕

・
選
別

資
源
回
収
業
社

再
資
源
化
事
業

者

ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
資
源
化

資
源
回
収
業
者

再
資
源
化
事
業

者

乾
電
池

資
源
化

ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー

ド

資
源
回
収
業
者

再
資
源
化
事
業

者

蛍
光
灯
類

資
源
化

ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー

ド

資
源
回
収
業
者

再
資
源
化
事
業

者

粗
大
ご
み

破
砕

選
別

粗
大
ご
み
処
理

施
設

資
源
回
収
業
者

再
資
源
化
事
業

者

現
状
（
R
5年

度
）

今
後

（
R
1
2
年

度
）

山
武

市
（
旧
成
東
町
）

分
別

区
分

処
理

方
法

処
理

施
設

等
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表３－Ａ　マテリアルリサイクル推進等のための整備事業

事業番号 1

施設名称
新ごみ処理施設

（マテリアルリサイクル
推進施設）

事業主体 東金市外三市町清掃組合

工種 新設工事

事業目的
（新設・改良等の理由）

既存施設の老朽化に伴う
新設整備

施設種別 リサイクルセンター

処理方式 破砕・選別

処理能力（単位） 18t/5h

事業期間 令和3～11年度

竣工（事業完了）予定年月 令和11年9月

設置予定地
※検討中の場合は「未定」

千葉県東金市上武射田
1759 番ほか

想定される浸水深
※未定の場合は記載不要

浸水深2.0ｍ

浸水対策

盛土により浸水対策を行
う。また、周辺道路の浸
水により施設へ廃棄物が
搬入できなくなった場合
は、「災害時における千
葉県内市町村間の相互応
援に関する基本協定」に
基づき、県内自治体へ処
理を依頼する。

環境省所管（循環交付金
等）の活用を予定

※「○」の場合は以下の項目
を記載すること

○

国土強靭化地域計画
（計画の名称）

－

プラ要件化の
経過措置の適用

○

プラ施設整備事業 －

CO2削減率
※改良事業の場合

－

スラグの利用計画
※灰溶融施設を整備する場合

－

ストック対象物
※ストックヤードを整備す

る場合
－

備考

11



表３－Ｂ　エネルギー回収等のための整備事業

事業番号 2

施設名称
新ごみ処理施設

（エネルギー回収型廃棄
物処理施設）

事業主体 東金市外三市町清掃組合

工種 新設工事

事業目的
（新設・改良等の理由）

既存施設の老朽化に伴う
新設整備

施設種別
ごみ焼却施設（エネル

ギー回収あり）

型式及び処理方式
全連続式ストーカ焼却炉

（廃熱ボイラ付）

処理能力（単位）
125t/日

（62.5t/日×2炉）

事業期間 令和4～11年度

竣工（事業完了）予定年月 令和11年9月

設置予定地
※検討中の場合は「未定」

千葉県東金市上武射田
1759 番ほか

想定される浸水深
※未定の場合は記載不要

浸水深2.0ｍ

浸水対策

盛土により浸水対策を行
う。また、周辺道路の浸
水により施設へ廃棄物が
搬入できなくなった場合
は、「災害時における千
葉県内市町村間の相互応
援に関する基本協定」に
基づき、県内自治体へ処
理を依頼する。

環境省所管（循環交付金
等）の活用を予定

※「○」の場合は以下の項目を
記載すること

○

国土強靭化計画への記載
（計画の名称）

－

プラ要件化の経過措置 ○

エネルギー回収率
※発電・熱回収がある場

合
回収率18.5％

余熱利用の計画 －

外部供給における利活用
の概要

－

CO2削減率
※改良事業の場合

－

燃料の利用計画
※ごみ燃料化施設を整備

する場合
バイオガス熱利用率

※バイオガス化施設を整
備する場合

バイオガスの利用計画
※バイオガス化施設を整

備する場合

備考

R7年度に着工する事業
であり、交付金の嵩上
げを申請しないことか
ら、「循環型社会形成
推進交付金等に係る施
設の整備規模について
（通知）」（令和6年3
月29日付）の適用は受
けない。

12



計画１人１日平均排出量
（g）

576.8g

計画収集人口（人） 112,111人

計画直接搬入量
（t/日）

18.43t

計画年間日平均処理量
（t/日）

83.1t/日 t/日 t/日 t/日 t/日

通知に基づく施設規模
（計画１人１日平均排出量×計画収集人口＋計

画直接搬入量）÷実稼働率

105t/日 t/日 t/日 t/日 t/日

災害廃棄物処理計画への
受入の記載有無

災害廃棄物処理量
（見込み％）

10%

災害廃棄物処理量を見込ん
だ通知に基づく施設規模

115t/日 t/日 t/日 t/日 t/日

適切な施設規模よりも大き
いまたは小さい施設規模で

整備する場合

備考

計画直接搬入量には、可
燃性粗大ごみ等、粗大ご
み処理施設の選別残渣を
含む

エネルギー回収のありなしに関わらず、焼却施設を環境省所管の交付金等を活用し、整備する場合は下記を記載

13



表４　施設整備に関する計画支援事業等

事業番号 ① ②

関連する本体事業の番号 1、2 1、2

事業名
施設整備に関する計

画支援事業
施設整備に関する計

画支援事業

事業主体 東金市外三市町清掃組合 東金市外三市町清掃組合

事業目的
新ごみ処理施設整備

事業のため
新ごみ処理施設整備

事業のため

事業概要
新施設の建設や稼働
に伴う周辺環境への
影響を予測、評価

新施設整備の事業者
選定

環境省所管（循環交付金
等）の活用を予定

※「○」の場合は以下の項目
を記載すること

○ ○

プラ要件の経過措置 ○ ○

プラ施設整備事業 － －

備考
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表５　現有施設一覧

施設種別 焼却施設 粗大ごみ施設 最終処分場 最終処分場

施設名
東金市外三市町環
境クリーンセン

ター

東金市外三市町環
境クリーンセン

ター

グリーンオアシス
大網

成東一般廃棄物最
終処分場

施設所有主体 東金市外三市町清掃組合 東金市外三市町清掃組合 東金市外三市町清掃組合 東金市外三市町清掃組合

型式及び処理方式
全連続式・ストー

カ式
回転衝撃せん断式 オープン型 オープン型

処理能力（単位）
210t/日

（70t/24h×3炉）
10t/5h

96,900㎥
（最終覆土を含む）

20,059㎥
（最終覆土を含む）

エネルギー回収の有無 有 無 － －

竣工年月 平成10年4月 平成10年4月 平成14年3月 昭和59年3月

廃止又は休止（予定）年月 令和11年10月予定 令和6年8月 未定 未定

施設所在地
千葉県東金市三ヶ

尻340番地
千葉県東金市三ヶ

尻340番地
千葉県大網白里市

小西641
千葉県山武市成東

4002番地

想定される浸水深 浸水深0.0ｍ 浸水深0.0ｍ 浸水深0.0ｍ 浸水深0.0ｍ

浸水対策

交付金を活用した解体を
実施する場合、その交付

条件

関連性・連続性の
解体

廃焼却施設解体事業
着手（予定）年月

令和12年4月予定

完了（予定）年月 令和15年3月予定

関連する新設事業番号
※表３の事業番号

2

備考
灰溶融施設26t/日
（26t/24h×1炉）

を含む
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（１）地域の循環型社会を形成する上で、次の施策を実施していく

東金市、大網白里市、九十九里町、山武市（旧成東町）は、災害時に発生する廃棄物を適正かつ円滑・
迅速に処理するための平時の備え、応急対策、復旧・復興対策について「東金市災害廃棄物処理計画改定
版 令和4年11月」、「大網白里市災害廃棄物処理計画 令和4年5月」、「九十九里町災害廃棄物処理計
画 平成30年8月」、「山武市災害廃棄物処理計画 令和4年3月」を策定し、これに詳細を定めている。
これらの計画に基づき、民間事業者等と連携して適正に対応する。
本組合では、災害に強い施設を整備する他、災害時や故障等の発生により廃棄物処理施設が使用できな

くなる緊急時に対応するため、自治体での相互支援を行うことについて、強化・拡充する。

　　カ　災害時の廃棄物処理に関する事項

　　オ　事業系ごみに関する施策内容

　東金市、大網白里市、九十九里町、山武市（旧成東町）が示す分別区分に準じ、収集、処分を行う。
　2Rを優先しつつ3Rを促進するため、事業者自らによる資源化を進める。そのため、資源化事業所を探す
手助けをするマッチングアプリ等の情報を提供する。

６　関連するその他の施策

　　ア　ごみ減量・リサイクル促進のための施策内容

　ごみ処理量の削減のために3R（Reduce、Reuse、Recycle）の推進に努めてきた。今後は、持続可能な脱
炭素社会に向け、一層の環境負荷低減のため2R（Reduce、Reuse）を優先した施策を拡充する。
・2Rの啓発、情報提供の充実
・住民、事業者の2R行動への支援の充実
・発生源における排出抑制
・過剰包装・容器包装廃棄物の抑制
・環境物品などの使用促進、使い捨て品の使用抑制
・資源物の分別の徹底
・食品ロス削減の取組み

　　イ　プラスチック資源に関する施策内容

　プラスチック資源は、当面の間可燃ごみとして焼却処理を継続するが、今後コストや資源化業者等の情
報収集を行い、国の方向性や財政状況等を踏まえながら分別収集・再商品化の実施方法や実施時期につい
て検討を行う。
　なお、本計画に記載している施設整備事業（マテリアルリサイクル推進施設整備事業、エネルギー回収
型廃棄物処理施設整備事業）は経過措置が適用されている。

　東金市、大網白里市、九十九里町は、可燃ごみに、山武市（旧成東町）は、可燃ごみに加え資源・不燃
ごみに有料指定袋制を導入している。また、粗大ごみには処理券を発行し、事業系ごみ及び自己搬入ごみ
は有料として処理費の一部を排出者から徴収している。なお、令和2年度に粗大ごみ収集手数料及び自己
搬入ごみ処理手数料を改定している。今後も必要に応じて制度の見直しを行うこととする。

　　ウ　ごみ処理手数料有料化の実施内容

　　エ　リチウム蓄電池に関する対策

　リチウムイオン電池の分別徹底、適正排出を強化するため、本組合及び構成市町のホームページ等で啓
発していく。
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（１）計画のフォローアップ

（２）事後評価及び計画の見直し

７　計画のフォローアップと事後評価

　毎年、計画の進捗状況を把握し、その結果を公表するとともに、必要に応じて、東金市、大網白里市、
九十九里町、山武市（旧成東町）、千葉県及び国と意見交換をしつつ、計画の進捗状況を勘案し、計画の
見直しを行う。

　計画期間終了後、処理状況の把握を行い、その結果が取りまとまった時点で、速やかに計画の事後評
価、目標達成状況の評価を行う。
　また、評価の結果を公表するとともに、評価結果を次期計画策定に反映させるものとする。
　なお、計画の進捗状況や社会経済情勢の変化等を踏まえ、必要に応じ計画を見直すものとする。
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対
象
地
域
図
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現有及び新設予定の廃棄物処理施設が所在する地域のハザードマップ
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建設予定地における浸水想定（５ｍメッシュでの解析結果）
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現
有
及
び
新
設
予
定
の
廃
棄
物
処
理
施
設
が
所
在
す
る
地
域
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
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